
循環器薬の使い方
クリニカル・クエスチョンで学ぶ

特　集

皆様もご存じの通り，日本ではどの国も経験したことのない未曽有の高齢社会となってき
ている．高齢者は多数の疾患を合併していることが多い．例えば，「COPD，糖尿病，高血
圧，胃がんの既往がある認知症患者が心房細動を発症」といった症例にもよく遭遇する．
こういった多疾患罹患患者を臓器横断的に外来診療する知識・スキルを持った総合内科医
が今後ますます必要である．同じ患者が消化管出血に伴うtype 2 心筋梗塞などで入院した
時の管理も，臓器横断的に診療する「病院総合内科医」（hospitalist）が必要になってきて
いる．

厚生労働省による平成 28 年の死亡数に関する報告 1）では，循環器疾患死亡数 33.9 万人，
心疾患死亡数 19.7 万人（急性心筋梗塞 3.5 万人，心不全 7.3 万人）であり，平成 26 年の
患者数に関する報告 2）では，循環器疾患入院患者数 24 万人，外来患者数 93 万人である．
循環器疾患のなかで，とりわけ common とも言える心房細動患者数は，学会ガイドライン 3）

にまとめられた報告によると約 71 万人（2005 年データ）とされる 3）．循環器専門医数は
約 1.3 万人とされるが 4），とてもすべての循環器患者を専門医だけでケアするのは不可能
であろう．われわれ総合内科医も力をつけ，循環器専門医と協力し循環器疾患診療を行うこ
とが今後ますます求められる．

今回，総合内科医が外来や病棟で循環器疾患を有する患者をケアするに当たり，知って
おくべき循環器薬の知識について特集を組んだ．さらに 2 つの対談では，外来でも病棟で
も高頻度に遭遇する「心房細動」（p 362）や，次々に出てきた「抗血栓薬」（p 502）につ
いて専門家のご意見を伺った．本特集が読者の方々の診療の一助になれば幸いである．
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